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七
月
二
十
四
日
、
国
民
精
神
昂
揚
研
修
会
併

三
部
合
同
教
化
会
議
が
、
島
根
県
神
社
庁
で
約

五
十
名
の
参
加
を
以
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
会
合
は
、
本
年
改
選
さ
れ
た
県
教
化
委

員
、
支
部
教

化
委
員
を
対

象
と
し
、
神

社
本
庁
か
ら

講
師
を
招
聘

し
て
神
道
教

化
と
は
何
か

と
い
う
基
本

を
学
び
、
今

後
の
教
化
活

動
に
役
立
て

る
こ
と
を
企

図
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

第
一
講
は

三
部
会
よ
り

活
動
報
告
と

事
例
発
表
が

あ
っ
た
。
活
動
報
告
は
時
間
の
関
係
で
紙
面
上

の
報
告
と
な
っ
た
が
、
事
例
発
表
で
は
三
部
会

が
そ
れ
ぞ
れ
画
像
を
見
せ
な
が
ら
発
表
し
た
。

発
表
内
容
は
、
出
雲
部
会
が
松
江
・
八
束
青
年

神
職
会
主
催
の
「
ま
つ
え
神
楽
祭
」、
石
見
部

会
は
大
田
支
部
が
取
り
組
ん
だ
神
社
情
報
サ
イ

ト
「
お
お
だ
宮
め
ぐ
り
」、
隠
岐
部
会
は
島
前

支
部
か
ら「
巫
女
舞
の
実
施
」「
紙
芝
居
の
活
用
」

等
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

国
民
精
神
昂
揚
研
修
会 

併

三
部
合
同
教
化
会
議
報
告

教
化
委
員

佐

草

敏

邦

出雲部会発表　八束支部
日吉神社　祢宜　遠藤裕之 氏

石見部会発表　大田支部
八幡宮　宮司　石﨑彰矩 氏
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出
雲
部
会

の
「
ま
つ
え

神
楽
祭
」
に

つ
い
て
は
、

他
県
と
比
べ

て
多
種
多
様

な
神
楽
が
あ

る
島
根
県
で

は
神
楽
が
広

く
親
し
ま
れ

て
い
て
、
当
日
も
子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で
多

く
の
参
加
が
あ
り
盛
況
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神

楽
が
教
化
の
入
り
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
石

見
部
会
の
「
お
お
だ
宮
め
ぐ
り
」
に
つ
い
て
は
、

情
報
サ
イ
ト
で
有
名
神
社
に
偏
る
こ
と
な
く
支

部
内
全
て
の
神
社
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、

神
社
参
拝
が
好
き
な
方
々
へ
の
良
い
発
信
に
な

る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
隠
岐
部
会
の
「
巫
女

舞
の
実
施
」「
紙
芝
居
の
活
用
」
に
つ
い
て
は
、

巫
女
舞
や
紙
芝
居
の
活
動
を
通
し
て
小
学
校
等

と
の
繋
が
り
を
密
に
し
、
子
ど
も
た
ち
に
も
神

社
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
と
な

る
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
三
部
会
三
様
の
取
組

み
を
見
る
と
、
若
年
層
か
ら
高
齢
層
に
関
わ
る

教
化
活
動
が
示
さ
れ
た
良
い
発
表
で
あ
っ
た
。

　

第
二
講
は
神
社
本
庁
教
化
広
報
部
の
北
島

一
孝
教
化
課
長
に
よ
る
「
神
道
の
教
化
活
動
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
講
義
で
あ
っ
た
。
講
義
内

容
の
要
約
を
次
に
掲
げ
る
。

　

教
化
の
基
本
目
的
は
「
人
を
教
え
良
い
影
響

を
与
え
て
善
に
導
く
事
」。
ま
ず
は
信
念
無
く

し
て
他
人
を
教
化
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の

た
め
に
は
神
職
個
々
も
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
形
式
的
な
総
代
・
氏
子
を
信
仰

的
な
総
代
・
氏
子
に
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
教
化
活
動
の
姿
勢
で
あ
る
。
神
職
と
し
て

祭
祀
の
厳
修
は
常
に
変
わ
ら
ぬ
重
儀
で
あ
る

が
、
教
化
は
そ

の
時
々
の
時
代

や
対
象
者
に
よ

り
形
や
方
法
を

変
え
柔
軟
に
模

索
す
る
必
要
が

あ
る
。
教
化
の

方
法
論
と
し
て

は
、
企
画
し
活

動
を
行
っ
た
際

に
は
必
ず
振
り
返
っ
て
検
証
し
、
そ
の
反
省
を

踏
ま
え
て
再
企
画
し
て
実
践
し
て
い
く
と
い
う

流
れ
を
続
け
る
と
、
よ
り
良
い
教
化
活
動
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
教
わ
っ
た
。

　

講
演
終
了
後
、
錦
田
中
国
地
区
教
化
講
師
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
北
島
課
長
と
と
も

に
全
体
の
ま
と
め
と
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
錦

田
教
化
講
師
か
ら
は
事
例
発
表
さ
れ
た
三
部
会

の
方
々
に
対
し
て
、
三
部
会
そ
れ
ぞ
れ
が
良
い

取
り
組
み
な
の
で
自
分
た
ち
ば
か
り
で
な
く
行

政
を
頼
っ
て
手
伝
っ
て
も
ら
え
ば
よ
い
し
、
学

校
を
神
道
教
化
の
場
と
し
て
使
用
で
き
る
の
は

と
て
も
有
意
義
な
こ
と
だ
と
話
さ
れ
た
。
北
島

課
長
は
、
神
社
本
庁
か
ら
は
教
化
実
践
目
標
が

出
さ
れ
、
活
動
大
綱
と
方
針
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
「
若
木
」「
神
社
新
報
」
等
で
何

割
の
神
職
が
目
に
入
れ
理
解
し
て
い
る
か
疑
問

で
あ
る
。
本
庁
は
教
化
活
動
を
支
援
す
べ
く

様
々
な
教
化
資
材
の
作
成
や
無
償
提
供
を
し
て

い
る
の
で
、
積
極
的
に
活
用
願
い
た
い
と
発
言

さ
れ
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
神
職
と
し
て
教
化
活
動
を

す
る
上
で
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
充
実

し
た
研
修
と
な
っ
た
。

隠岐部会発表　島前支部
宇受賀命神社　祢宜　村尾由美子 氏

神社本庁　教化課長　北島一孝 氏
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去
る
八
月
七
日
よ
り
約
一
ヶ
月
に
及
ぶ
階
位

検
定
講
習
会
（
前
期　

権
正
階
乙
課
程
、
直
階

甲
課
程　

後
期　

権
正
階
甲
課
程
、
直
階
乙
課

程
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

九
月
三
日
に
閉
講
式
を
行
い
、
修
了
生
か
ら

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

僭
越
な
が
ら
修
了
生
を
代
表
し
て
お
礼
の
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
猛
暑
を
越
え
て
酷
暑
の
中
で
す
が

空
調
の
効
い
た
恵
ま
れ
た
庁
舎
内
で
快
適
に
講

習
生
活
を
送
れ
ま
し
た
。

　

本
日
、
権
正
階
講
習
生
十
四
名
、
直
階
講
習

生
十
九
名
が
全
員
揃
っ
て
十
三
日
間
の
講
習
会

を
修
了
で
き
る
こ
と
に
先
ず
感
謝
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
七
年
前
期
階
位
検
定
講
習
会
に
、

島
根
県
内
、
県
外
か
ら
幅
広
い
年
齢
層
の
講
習

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
と
覚
悟
を
持
っ
て
集
ま

り
ま
し
た
。
同
じ
目
的
を
持
つ
者
同
士
直
ぐ
に

打
ち
解
け
、
朝
拝
、
夕
拝
等
日
々
の
諸
行
事
を

互
い
に
教
え
合
い
、
練
習
を
重
ね
た
事
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
充
実
し
た
講
習
生
活
を
送
る
事

が
出
来
た
の
も
島
根
県
神
社
庁
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
、
ご
配
慮
を
頂
い
た
お
陰
で
あ
り
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

講
師
の
先
生
方
に
は
、
修
養
の
足
り
な
い

我
々
に
親
切
丁
寧
な
こ
れ
以
上
な
い
ご
指
導
を

賜
り
ま
し
た
。

　

神
職
と
し
て
の
心
構
え
や
覚
悟
に
至
る
部
分

に
お
い
て
も
数
多
く
教
え
を
授
け
て
く
だ
さ
り
、

神
職
の
扉
の
前
ま
で
連
れ
て
来
て
頂
き
ま
し
た
。

ご
指
導
頂
い
た
事
を
取
り
入
れ
、
神
と
人
と
の

中
執
り
持
ち
と
し
て
神
明
奉
仕
に
努
め
ま
す
。

　

本
日
で
ひ
と
ま
ず
の
区
切
り
で
す
。

　

前
期
で
終
わ
る
者
は
こ
こ
で
の
経
験
を
次
に

活
か
し
、
引
き
続
き
後
期
を
受
講
す
る
者
は
更

な
る
努
力
を
す
る
事
を
誓
い
ま
す
。

　

最
後
に
講
習
期
間
中
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

講
師
の
先
生
方
、
島
根
県
神
社
庁
職
員
の
皆
様

に
は
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今

後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
戴
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
意
を
尽
く
し
ま
せ
ん
が
お

礼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

　
　

令
和
七
年
八
月
十
九
日　

修
了
生
代
表　

権
正
階　

朝
倉
秀
樹

謝 

辞
（
前
期
）

権
正
階
・
直
階

階
位
検
定
講
習
会
を
終
え
て

修
了
生
名
簿

権
正
階
（
乙
）

福

林

正

行

門

脇
　

悟

渡

辺

伸

也

次

重

克

敏

朝

倉

秀

樹

高

橋

斎

行

小

汀

貴

之

大

石

展

弘

酒

井

昌

教

吉

岡

穂

高

福

島

亮

太

内

部

剛

志

松

岡

亮

祐

金

築

武

琉

直
　
階
（
甲
）

萩　

原　

百
合
子

川

上

武

克

長
谷
川　

芹　

香

石

村

太

一

花

田

実

咲

川

上

雄

三

村　

田　

真
有
美

日

野

美

咲

松

尾

美

結

綾

部

未

央

石

田

将

洋

土

屋

千

朱

朝　

山　

慎
二
郎

春　

日　

美
結
子

藤

井

康

雄

三

上

好

之

津

川

雄

哉

吉

田

武

竜

神

村

優

生

前期　権正階（乙）・直階（甲）
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私
に
は
受
講
中
、
こ
の
神
話
の
里 

出
雲
の

地
で
過
ご
す
一
瞬
一
瞬
が
宝
物
の
よ
う
に
思
え

て
お
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
心

か
ら
そ
れ
を
味
わ
い
、
生
涯
経
験
し
え
な
い
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
私
た
ち
は
講
習
を
修
了
し
、
全
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
日
常
生
活
に
戻
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
島
根
県
神

社
庁
で
過
ご
し
た
一
ヶ
月
を
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
で
学
ん
だ
知
識

と
技
能
を
こ
れ
か
ら
の
神
職
人
生
に
活
か
す
と

と
も
に
、
島
根
県
神
社
庁
で
学
ん
だ
誇
り
を
胸

に
抱
き
、
精
一
杯
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
島
根
県
神
社
庁
の

益
々
の
ご
発
展
と
今
回
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
礼
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
日

修
了
生
代
表　

渡
辺　

伸
也

　

誠
に
僭
越
な
が
ら
修
了
生
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
御
礼
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

八
月
七
日
よ
り
私
た
ち
受
講
生
、
前
期

三
十
四
名
、
後
期
三
十
三
名
は
、
自
身
の
目
標

を
持
っ
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に

不
安
と
期
待
が
織
り
混
ざ
る
中
で
の
受
講
生
活

の
ス
タ
ー
ト
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
、
神
社
庁
の
皆
様
が
温
か

く
接
し
て
下
さ
る
中
で
、
私
た
ち
の
心
は
少
し

ず
つ
和
ら
い
で
い
き
ま
し
た
。
厳
し
さ
の
中
に

も
優
し
さ
が
溢
れ
、
真
剣
さ
の
中
に
も
楽
し
さ

が
溢
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
が
、
日
毎
に
私

た
ち
の
中
で
感
謝
に
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
出
身
地
も
置
か
れ
た
環
境
も
様
々

で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
方
は
、
そ
の
よ
う
な
私

た
ち
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
ま
た
真
剣
に

向
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
は
い
え
、

前
・
後
期
合
わ
せ
て
、
全
二
十
六
日
の
長
丁
場

で
ご
ざ
い
ま
す
。
時
に
は
精
神
的
に
も
体
力
的

に
も
疲
労
が
蓄
積
し
た
時
期
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
受
講
生
同
志
が
お
互
い
を
助
け
合

い
励
ま
し
合
う
姿
を
私
は
何
度
も
見
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
講
師
の
皆
様
・
神
社
庁
職
員

の
皆
様
の
厳
し
く
も
温
か
い
ご
指
導
の
お
陰
だ

と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

後期　権正階（甲）・直階（乙）

謝 

辞
（
後
期
）

修
了
生
名
簿

権
正
階
（
甲
）

福

林

正

行

門

脇
　

悟

渡

辺

伸

也

福

島

亮

太

小

汀

貴

之

大

澤

悠

翔

大

石

展

弘

和

田
　

伸

酒

井

昌

教

吉

岡

穂

高

春

日

隆

伸

金

築

武

琉

直
　
階
（
乙
）

萩　

原　

百
合
子

川

上

武

克

北

島

崇

孝

長
谷
川　

芹　

香

神

村

優

生

川

上

雄

三

志　

水　

美
沙
子

三

上

好

之

土

屋

千

朱

朝　

山　

慎
二
郎

綾

部

未

央

藤

井

康

雄

津

川

雄

哉

吉

田

武

竜

春　

日　

美
結
子

原
　

啓

子

村　

田　

真
有
美

石

田

将

洋

日

野

美

咲

石

村

太

一
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平
素
は
神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本
部
の
諸
活

動
に
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
先
ず

以
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
承
知
の
通
り
、
神
道
政
治
連
盟
は

「
神
道
精
神
を
国
政
の
基
礎
に
」
を
合
言
葉
に
、

神
社
界
を
中
心
に
結
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

昭
和
四
十
四
年
に
結
成
さ
れ
て
以
降
、
昭
和
か

ら
平
成
、
平
成
か
ら
令
和
へ
の
二
度
の
御
代
替

り
、
日
本
国
憲
法
改
正
手
続
き
に
関
す
る
法
律

の
制
定
、
元
号
法
や
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る

法
律
の
制
定
、
教
育
基
本
法
の
改
正
な
ど
国
家

の
根
幹
に
関
わ
る
様
々
な
実
績
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
実
績
に
は
、
神
政
連
と

活
動
を
共
に
す
る
有
志
の
国
会
議
員
の
会
「
神

道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
」
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
戦
後
占
領
下
の
影

響
は
今
も
続
い
て
お
り
、
こ
の
国
会
議
員
懇
談

会
を
充
実
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
偏
っ
た
思

想
に
よ
る
一
部
の
政
党
や
マ
ス
コ
ミ
の
動
き
が

国
柄
を
変
容
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
我
が
国
の
歴
史
・
伝
統
と
相
い
れ
な
い
所

謂
「
女
性
宮
家
」
の
創
設
や
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
導
入
を
扇
動
す
る
動
き
な
ど
は
、
そ
の
最

た
る
例
で
す
。

　

最
近
の
国
政
選
挙
を
見
る
と
、
昨
秋
の
衆
議

院
議
員
選
挙
、
今
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
を
経

て
国
会
議
員
懇
談
会
会
員
が
多
く
所
属
す
る
与

党
・
自
民
党
は
両
院
で
大
き
く
議
席
を
減
ら

し
、
代
わ
り
に
様
々
な
政
策
を
掲
げ
る
新
興
政

党
が
議
席
を
獲
得
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
に
あ
っ
て
、
島
根
県
本
部
が
推
薦
し
た

候
補
で
は
、
高
見
康
裕
衆
議
院
議
員
（
再
選
・

自
民
）
と
出
川
桃
子
参
議
院
議
員
（
初
・
自
民
）

が
議
席
を
獲
得
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
参
議

院
議
員
選
挙
の
比
例
代
表
（
全
国
）
で
は
、
神

社
界
が
唯
一
の
推
薦
候
補
と
し
た
神
政
連
国
会

議
員
懇
談
会
の
副
幹
事
長
で
あ
る
有
村
治
子
議

員
（
自
民
）
が
四
回
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
既
存
政
党
へ
の
不
信
に
よ
る
逆
風
の
中
、

推
薦
候
補
が
議
席
を
獲
得
で
き
た
の
は
、
正
に

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
結
実
で
す
。

　

し
か
し
、
特
に
力
を
入
れ
て
支
援
活
動
を

展
開
し
た
有
村
治
子
議
員
は
、
前
回
選
挙
か
ら

得
票
数
を
大
き
く
減
ら
し
て
い
ま
す
。
県
内
に

お
い
て
は
、
六
年
前
の
参
議
院
議
員
選
挙
時
に

一
八
〇
〇
票
を
超
え
て
い
た
も
の
が
、
今
夏

の
選
挙
で
は
一
三
〇
〇
票
未
満
に
留
ま
り
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
私
ど
も
執
行
部
は
、
会

員
の
意
識
高
揚
に
資
す
る
活
動
の
必
要
性
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
世
相
が
大
き
く
変
化
し
、

か
つ
国
会
議
員
、
地
方
議
員
と
も
に
世
代
交
代

が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
改
め
て
島
根
県
本
部
の

理
念
の
徹
底
と
、
青
年
隊
の
活
動
充
実
を
は
じ

め
と
す
る
組
織
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
論
を
俟
ち
ま
せ
ん
。
有
村
議
員
を
は
じ

め
、
県
本
部
が
推
薦
し
た
議
員
を
招
聘
し
て
の

国
政
報
告
会
を
逐
次
開
催
す
る
な
ど
し
、
会
員

の
国
政
へ
の
関
心
を
高
め
つ
つ
、
関
係
議
員
と

の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

各
支
部
代
議
員
並
び
に
会
員
各
位
に
お
か
れ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
感
を
踏
ま
え
た
建
設
的

な
ご
提
案
を
是
非
と
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
執

行
部
一
同
、
神
政
連
県
本
部
結
成
時
の
熱
意
と

危
機
感
に
立
ち
返
り
、
県
本
部
組
織
の
充
実
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

第
二
十
七
回
参
議
院
議
員
選
挙
の

　
　
　
　
　
　
　結
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
活
動

神
道
政
治
連
盟
島
根
県
本
部
　
幹
事
長

門

　

屋

臣
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去
る
九
月
十
九
日
（
金
）
神
社
庁
神

殿
に
お
い
て
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告

祭
が
忌
部
庁
長
外
役
員
、
支
部
長
参
列

の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
奉
仕
者

　

斎
主　

秦　

崇
弘
（
八
束
）

　

祭
員　

古
瀨
智
彦
（
八
束
）

　

奏
楽　

宮
川
康
秀
（
八
束
）

　
　
　
　

石
橋
淳
一
（
八
束
）

　

典
儀　

牛
尾　

充
（
祭
祀
委
員
長
）

神宮大麻暦頒布始奉告祭

島根県氏子青年協議会定期大会
　去る９月６日、第59回島根県氏子青年協議会（会長　福間真吾）定期大会が金屋子
神社氏子青年会主管により開催された。

総会来賓　神社庁理事　齋木正保 氏 金屋子神社正式参拝
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９
月
６
日　

島
根
県
氏
子
青
年
協
議
会
県
大
会　

於　

安
来
市
夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ

（
齋
木
理
事
出
席
）

９
月
９
日　

神
宮
参
与
同
評
議
員
会
並
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
代
議
員
会
懇
親
会　

於　

神

宮
会
館
（
忌
部
庁
長
、
和
田
主
事
出
席
）

９
月
10
日　

神
宮
参
与
同
評
議
員
会
並
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
代
議
員
会　

於　

神
宮
会
館

（
忌
部
庁
長
、
和
田
主
事
出
席
）

９
月
11
日　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭　

於　

内
宮
神
楽
殿（
忌
部
庁
長
、和
田
主
事
参
列
）

　

〃　
　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
祭　

於　

内
宮
神
楽
殿（
忌
部
庁
長
、和
田
主
事
参
列
）

　

〃　
　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
秋
季
推
進
会
議　

於　

神
宮
会
館
（
忌
部
庁
長
、
和
田

主
事
参
列
）

　

〃　
　

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
地
方
本
部
事
務
局
長
会　

於　

神
宮
会
館
（
和
田
事
務

局
出
席
）

　

〃　
　

神
社
庁
長
懇
話
会　

於　

神
宮
会
館
（
忌
部
庁
長
出
席
）

　

〃　
　

皇
學
館
神
社
関
係
者
懇
談
会　

於　

鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル
（
忌
部
庁
長
、
和

田
主
事
出
席
）

　

〃　
　

神
社
総
代
会
出
雲
部
会
第
1
回
評
議
員
会

９
月
12
日　

神
社
庁
長
会　

於　

神
宮
会
館
（
忌
部
庁
長
、
和
田
主
事
出
席
）

　

〃　
　
「
皇
室
」
普
及
委
員
会　

於　

神
宮
会
館
（
忌
部
庁
長
、
和
田
主
事
出
席
）

９
月
14
日　

第
67
回
旧
八
束
郡
出
身
戦
歿
者
慰
霊
祭
並
八
束
支
部
神
社
関
係
者
大
会　

於　

鹿
島
文
化
ホ
ー
ル

９
月
18
日　

身
分
昇
級
伝
達
式
（
二
級
上
・
二
級
）

　

〃　
　

正
・
副
庁
長
会

９
月
19
日　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭　

斎
主　

氷
川
神
社
宮
司
秦
崇
弘
（
八
束
支

部
長
）

　

〃　
　

支
部
長
会
・
総
務
委
員
会
（
表
彰
審
査
）・
運
営
検
討
委
員
会
・
奨
学
金

審
査
委
員
会

９
月
28
日
～
29
日　

第
68
回
山
口
県
神
社
関
係
者
大
会　

於　

山
口
県
教
育
会
館
（
牛

尾
副
庁
長
出
席
）

９
月
29
日
～
30
日　

第
74
回
神
社
本
庁
教
誨
師
研
究
会　

於　

函
館
護
國
神
社
他

（
門
・
廣
江
両
本
庁
教
誨
師
出
席
）

10
月
3
日　

広
報
委
員
会

10
月
14
日　

島
根
県
敬
神
婦
人
会
出
雲
部
会
総
会　

於　

出
雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
齋

木
理
事
出
席
）

10
月
16
日　

宮
司
辞
令
交
付
式

10
月
17
日　

大
社
國
學
館
大
祭　

於　

大
社
國
學
館
（
牛
尾
副
庁
長
参
列
）

10
月
23
日　

松
江
護
國
神
社
終
戦
80
周
年
臨
時
大
祭　

於　

松
江
護
國
神
社
（
齋
木
理

事
参
列
）

７
月
２
日　

教
化
委
員
会
石
見
部
会
総
代
会
敬
神
婦
人
会
合
同
役
員
会　

於　

濱
田
護

國
神
社
（
牛
尾
副
庁
長
出
席
）

７
月
９
日　

運
営
検
討
委
員
会

　

〃　
　

大
原
両
支
部
正
副
支
部
長
事
務
局
会　

於　

大
東
町
銀
浪
（
金
築
参
事
出

席
）

７
月
14
日　

臨
時
教
化
委
員
会

７
月
21
日　

飯
石
支
部
神
社
関
係
者
大
会　

於　

掛
合
交
流
セ
ン
タ
ー
（
小
野
副
庁
長

出
席
）

７
月
23
日　

広
報
委
員
会

７
月
24
日　

教
化
委
員
総
集
会『
国
民
精
神
昂
揚
研
修
会
』　

於　

神
社
庁（
参
加
60
名
）

７
月
28
日　

第
58
回
宣
揚
祭
第
50
回
船
通
山
記
念
碑
祭　

於　

つ
る
ぎ
会
館
（
佐
草
理

事
参
列
）

８
月
７
日　

階
位
検
定
講
習
会
開
講
式　
（
権
正
階（
乙
）14
名
、直
階（
甲
）19
名
参
加
）

８
月
15
日　

松
江
護
國
神
社
終
戦
記
念
祭
並
終
戦
八
十
周
年
記
念
講
演　

於　

松
江
護

國
神
社
（
佐
草
理
事
参
列
）

　

〃　
　

濱
田
護
國
神
社
終
戦
八
十
年
臨
時
慰
霊
大
祭　

於　

濱
田
護
國
神
社
（
宮

能
理
事
参
列
）

８
月
16
日　

島
根
県
女
子
神
職
会
総
会　

於　

ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
ガ
ー
デ
ン

８
月
17
日　

石
見
部
神
職
研
修
会　

於　

濱
田
護
國
神
社
（
牛
尾
副
庁
長
出
席
）

８
月
19
日　

階
位
検
定
講
習
会
閉
講
式　
（
権
正
階（
乙
）14
名
、直
階（
甲
）19
名
修
了
）

８
月
22
日　

階
位
検
定
講
習
会
開
講
式
（
権
正
階
（
甲
）
12
名
、
直
階
（
乙
）
20
名
参
加
）

８
月
23
日　

宮
司
辞
令
交
付
式

　

〃　
　

益
田
支
部
関
係
者
大
会　

於　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ト
ワ

（
横
山
理
事
、
金
築
参
事
出
席
）

８
月
25
日　

監
査
会
・
役
員
会

　

〃　
　

教
化
委
員
会

８
月
27
日
～
28
日　

第
69
回
広
島
県
神
社
関
係
者
大
会　

於　

広
島
県
立
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
（
忌
部
庁
長
出
席
）

８
月
30
日　

令
和
7
年
国
民
精
神
昂
揚
神
職
夏
季
錬
成
講
習
会　

於　

神
社
庁
（
齋
木

理
事
出
席
）

９
月
３
日　

階
位
検
定
講
習
会
開
講
式
（
権
正
階
（
甲
）
12
名
、
直
階
（
乙
）
20
名
修
了
）

９
月
４
日
～
５
日　

中
国
地
区
神
社
庁
教
化
会
議　

於　

松
江
市
（
牛
尾
副
庁
長
、
錦

田
地
区
教
化
講
師
、
教
化
委
員
他
出
席
）

９
月
５
日　

教
化
委
員
会
出
雲
部
会
前
期
総
集
会

庁

務

日

誌
（
令
和
７
年
７
月
～
10
月
）
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任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務

兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

免
７
・
9
・
30
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜
宮
本　

泰
行

免
７
・
9
・
30
佐
香
神
社
出
雲
市
小
境
町

本
宮

司
常
松　

秀
紀

任
７
・
10
・
1

〃

　
　

〃

本
宮

司
常
松　

宏
祥

免
７
・
9
・
30
山
口
神
社
出
雲
市
鹿
園
寺
町

兼
宮

司
常
松　

秀
紀

任
７
・
10
・
1

〃

　
　

〃

兼
宮

司
常
松　

宏
祥

免
７
・
9
・
30
鞆
前
神
社
出
雲
市
坂
浦
町

兼
宮

司
常
松　

秀
紀

任
７
・
10
・
1
御
津
神
社
出
雲
市
三
津
町

兼
宮

司
常
松　

秀
紀

任
７
・
10
・
1
許
豆
神
社
出
雲
市
小
津
町

本
宮

司

〃

　

任
７
・
10
・
1

〃

　
　

〃

兼
祢

宜
常
松　

宏
祥

任
７
・
10
・
1

〃

　
　

〃

兼
宮

司
常
松　

秀
紀

任
７
・
10
・
1

〃

　
　

〃

兼
宮

司

〃

　

任
７
・
10
・
1
平
濱
八
幡
宮
松
江
市
八
幡
町

本
祢

宜
北
畠　

靖
朗

任
７
・
10
・
1
山
地
神
社
雲
南
市
大
東
町

兼
宮

司
竹
田　

匠
汰

任
７
・
10
・
1
坂
本
神
社
　
　

〃

兼
宮

司

〃

　

任
７
・
10
・
1
阿
吾
神
社
出
雲
市
斐
川
町

兼
宮

司
秦　

美
由
紀

任
７
・
11
・
1
愛
宕
神
社
鹿
足
郡
吉
賀
町

兼
宮

司
小
谷
川　

圭

任
７
・
11
・
1
鏡

神

社
雲
南
市
大
東
町

本
祢

宜
今
岡　

善
博

神

職

任

免
（
令
和
７
年
９
月
30
日
〜
令
和
７
年
11
月
１
日
）

神 職 帰 幽
益
田
市
喜
阿
弥
町　

八
幡
宮　

宮
司　
　
　
　

中　

島　

正　

紀

令
和
七
年
八
月
三
十
日　

享
年
八
十
六

出
雲
市
別
所
町　

諏
訪
神
社　

宮
司　
　
　
　

佐
々
木　
　
　

祐

令
和
七
年
十
月
十
三
日　

享
年
七
十
二

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長
　
忌
　
部
　
正
　
孝

大
歳
神
社
名
誉
宮
司
（
出
雲
市
野
尻
町
）　　

 

古　

瀬　

光　

治

（
令
和
七
年
九
月
八
日
付
）

名
誉
宮
司
称
号
授
与

屋
裏
八
幡
宮　
　

宮
司　
　

齋　

藤　

文　

崇

八　

幡　

宮　
　

宮
司　
　

石　

﨑　

彰　

矩

八　

幡　

宮　
　

宮
司　
　

巨　

勢　

佳　

史

　
　
　
　
　

 

令
和
七
年
九
月
十
日 

付

　
　
　
　
　

 

令
和
七
年
九
月
十
日 

付

神

職

身

分

昇

級

二
級
上

二
　
級
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松
江
の
指
物
師 

小
林
如
泥
を
学
ぶ

神
社
建
築
の
本
殿
や
拝
殿
の
「
飾
り
」
に

注
目
し
て
、
江
戸
時
代
の
指
物
師
・
小こ

ば
や
し林

如じ
ょ
で
い泥

を
学
び
ま
し
た
。（
指
物
師
と
は
、
釘

な
ど
の
金
属
を
使
わ
ず
、
木
材
を
組
み
合
わ

せ
て
調
度
品
を
作
る
職
人
で
す
。）

神
社
を
巡
っ
て
い
る
と
本
殿
や
拝
殿
の

屋
根
下
に
龍
や
花
、
空
想
の
生
き
物
を
形

ど
っ
た
見
事
な
彫
物
を
目
に
し
ま
す
。
小
林

如
泥
（
１
７
５
３
〜
１
８
１
３
）
は
松
江
藩

松
平
家
七
代
藩
主　
松
平
治
郷
（
号　
不
昧
）

に
仕
え
て
い
ま
し
た
。
透
か
し
彫
り
が
得
意

で
繊
細
な
木
工
細
工
を
し
、
工
芸
品
や
建
築

物
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
松
江
で
は
如
泥
の

作
品
の
影
響
を
受
け
て
荒あ

ら

川か
わ

亀き

斎さ
い

な
ど
技
術

の
高
い
職
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

如
泥
の
作
品
が
見
ら
れ
る
田た

原わ
ら

神じ
ん

社じ
ゃ

（
松
江

市
奥
谷
町
１
２
２
）
に
伺
い
ま
し
た
。

如
泥
の
作
品
が
あ
る
の
は
拝
殿
前
の
随

神
門
で
す
。
総
欅け

や
き

造
の
建
物
で
屋
根
下
の
壁

に
彫
刻
が
見
ら
れ
ま
す
。
目
を
ひ
く
の
は
木

鼻
の
牡
丹
の
透
か
し
彫
り
で
、
花
び
ら
が
立

体
的
に
見
え
る
だ
け
で
な
く
中
が
空
洞
に
彫

ら
れ
て
い
て
、
ふ
わ
っ
と
や
わ
ら
か
み
の
あ

る
不
思
議
な
作
品
で
す
。
ま
た
破
風
内
の
瓢

箪
の
透
か
し
彫
り
は
、
派
手
さ
は
な
い
で
す

が
瓢
箪
の
丸
み
や
蔦
の
絡
み
な
ど
と
て
も
繊

細
で
見
て
い
て
飽
き
ま
せ
ん
。

田
原
神
社
は
地
元
で
は
「
春
日
神
社
」
と

も
呼
ば
れ
、
歴
史
と
風
格
を
感
じ
る
神
社
で

す
。
東
殿
（
旧
・
田
原
社
／
春
日
社
）
主
祭

神
は
武
御
雷
之
男
神
、
経
津
主
神
、
天
津
兒

屋
根
命
、
姫
大
神
。
西
殿
（
旧
・
宇
賀
社
）

の
主
祭
神
は
宇
迦
之
御
魂
神
。
こ
の
双
殿
体

制
は
、
奈
良
・
春
日
大
社
と
同
様
の
祭
祀
構

成
で
す
。
通
称
「
春
日
神
社
」
と
呼
ば
れ
る

由
縁
で
す
。

出
雲
国
風
土
記
に
「
田
原
社
」
と
し
て
記

さ
れ
、
東
殿
は
そ
の
社
に
比
定
さ
れ
て
い
ま

田 原 神 社

屋根下の龍や花
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す
。
西
殿
は
松
江
城
（
亀
田
山
）
築
城
に
伴

い
、
堀
尾
吉
晴
に
よ
り
移
さ
れ
た
「
三
所
荒

神
」
が
起
源
と
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
の
延

宝
2
年
（
１
６
７
４
年
）、
東
西
両
殿
が
合

祀
さ
れ
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
の
ち
松
江
歴
史
館
で
開
催
さ
れ
て

い
た
企
画
展
「
松
江
の
名
工　

小
林
如
泥

−

そ
の
技
、
神
の
如
し

−

」
を
観
覧
し
、
学

芸
員
の
大
多
和
弥
生
さ
ん
か
ら

如
泥
の
生
涯
や
技
の
秘
密
、
松

江
に
残
る
作
品
を
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

小
林
如
泥
は
そ
の
名
が
示
す

通
り
、
酒
を
愛
し
酒
に
ま
つ
わ

る
逸
話
を
多
数
残
し
た
人
物
で

し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
職
人
と

し
て
の
卓
越
し
た
美
意
識
と
技

術
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

如
泥
の
作
品
群
は
静せ

い

謐ひ
つ

か
つ

緻
密
な
造
形
美
を
特
徴
と
し
、
茶

道
具
や
建
具
、
透
か
し
彫
り
な

ど
、
機
能
と
芸
術
性
を
高
い
水

準
で
融
合
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
藩
主
・
不
昧
公
の
信
任
を
得
て
、
松
江

藩
の
文
化
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

保
管
さ
れ
て
い
る
工
芸
品
だ
け
で
な
く
、

松
江
市
内
で
は
白
潟
大
工
町
の
歳
徳
神
の
宮
、

月
照
寺　
大
圓
庵
の
廟び

ょ
う
も
ん門

、
賣
布
神
社 

幣
殿

の
彫
刻
等
、
街
の
中
で
観
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
探
し
に
出
か
け
て
見
て
く
だ

さ
い
。

松 江 歴 史 館

大社國學館入学案内
《所在地・照会先電話番号》

　大社國學館
　〒699-0701  島根県出雲市大社町杵築東283
　電話　０８５３−５３−２０２０

《募集人員》
　普通課程Ⅱ類（本科生）　15名
　　　　同　　　（選科生）若干名
　予　　　　科（別科生）若干名

 詳細は直接大社國學館までお問い合わせ下さい。

《入学試験日・内容》
　●第１次　令和８年２月20日（金）
　●第２次　令和８年３月21日（土）
　●第３次　令和８年４月10日（金）
　筆記試験（国語・国史・作文）及び面接

《出願手続締切》
　●第１次　令和８年２月15日（日）
　●第２次　令和８年３月16日（月）
　●第３次　令和８年４月５日（日）
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パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
韓
竈
神
社

　

出
雲
市
唐
川
町
に
鎮
座
す
る
韓
竈
神
社
は
、

出
雲
国
風
土
記
（
七
三
三
年
）
に
韓

か
ら
か
ま
の
や
し
ろ

竈
社
、
延

喜
式
神
名
帳
（
九
二
七
年
）
に
は
韓
竈
神
社
と

支
部
だ
よ
り

記
載
さ
れ
主
祭
神
は

素
戔
嗚
命
を
祀
り
ま

す
。
そ
の
後
江
戸
時

代
に
は
八
王
子
大
明

神
と
も
呼
ば
れ
ま

し
た
。

　

社
名
の
カ
ラ
カ
マ

の
「
カ
マ
」
は
祭
神

の
素
戔
嗚
命
が
御
子

神
と
共
に
新
羅
に
渡
ら
れ
、
我
が
国
に
植
林
法

や
た
た
ら
製
法
、
鍛
冶
技
術
な
ど
の
「
鉄
器
文

化
」
を
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
か
ら
「
釜
」

を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
社
の

奥
部
の
北
山
山
系
が
、
昔
よ
り
産
銅
地
帯
と

言
わ
れ
、「
金
堀
り
地
区
」
の
地
名
や
自
然
銅
、

野
た
た
ら
跡
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
鉄
器

文
化
の
開
始
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
書
物
「
雲
陽
誌
」
に
は
、
古
老

伝
に
「
素
戔
嗚
命
が
乗
り
給
ひ
し
船
な
り
と
て
、

二
間
四
方
ほ
ど
の
平
岩
と
い
ふ
。」
と
記
載
さ

れ
、
素
戔
嗚
命
が
渡
来
さ
れ
た
際
に
使
用
し
た

と
い
う
岩
船
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
岩
は
、

本
社
の
上
へ
西
方
よ
り
屋
根
の
如
く
差
し
出
た

る
故
に
、
雨
霧
も
当
た
ら
ず
世
俗
に
「
産
み
石
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
の
入
り
口
は
、
横
一

尺
五
寸
ば
か
り
、
高
さ
八
尺
ほ
ど
の
岩
穴
と

な
っ
て
お
り
、
奥
の
方
ま
で
二
間
ば
か
り
あ
り
、

こ
れ
が
社
ま
で
の
通
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
岩
穴
を
女
性
の
産
道
に
み
た
て
て
の
安
産
祈

願
が
絶
え
ず
、
こ
こ
で
子
ど
も
を
授
か
っ
た
と

い
う
話
も
多
数
聞
き
ま
す
。

　

ま
た
岩
船
伝
説
は
、
鰐
淵
寺
開
山
智
春
上
人

が
信
濃
国
か
ら
来
ら
れ
た
時
、
老
翁
三
人
が
船

で
出
迎
え
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
時
の
一

鳥　居

急峻な参道

出
雲
支
部
平
田
部
会

諏
訪
神
社
　
宮
司
　
佐
々
木
　
祐
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終
了
で
す
。
こ
う
い
う
伝
統
行
事
を
い
つ
ま

で
も
守
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
報
〈
第
三
六
七
号
〉

　

発
行
日　

令
和
七
年
十
一
月
二
十
日

　

発
行
者　

島
根
県
神
社
庁

　

編　

集　

広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

陶
山　

浩
正　

委　

員　

鳥
居　

正
嗣

　
　
副
委
員
長　

鳥
屋
尾　

浩　

委　

員　

江
角　
　

恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　

員　

石
﨑　

彰
矩

い
つ
の
時
代
も
、
エ
ン
タ
メ
と
は
世
を
動
か
す

力
が
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
秋
、小
泉
八
雲
の
妻
セ
ツ
を
主
人
公
に
し
た

「
ば
け
ば
け
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
で
始
ま
っ
た
。

時
代
は
江
戸
か
ら
明
治
の
混
乱
期
、
松
江
藩
下
級

武
士
の
家
に
生
ま
れ
た
主
人
公
が
、
世
の
変
化
に

翻
弄
さ
れ
な
が
ら
道
を
切
り
開
い
て
い
く
話
の
よ

う
で
興
味
深
い
。

最
近
の
大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
「
国
宝
」「
鬼
滅

の
刃
」、
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」、
こ
れ
ら
に

共
通
す
る
の
は
、
庶
民
が
生
み
出
し
た
日
本
文
化

を
守
り
伝
え
て
き
た
と
い
う
点
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。「
国
宝
」
は
庶
民
の
娯
楽
芸
能
の
継
承
、

「
鬼
滅
の
刃
」
は
神
楽
や
刀
鍛
冶
の
技
術
を
、「
べ

ら
ぼ
う
」
は
芸
術
と
出
版
文
化
の
拡
大
。
そ
れ
ら

は
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
と
し
て
、
海
外
で
も

注
目
、
評
価
さ
れ
て
い
る
。

神
社
を
始
め
美
し
い
文
化
、
歴
史
的
建
造
物
、

伝
統
が
残
る
島
根
。
私
た
ち
神
職
も
そ
れ
ら
が
後

世
に
継
承
さ
れ
、
日
本
の
世
つ
く
り
に
生
か
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。　
　
　
　
　
（
江
）

人
が
唐
川
の
智
那
尾
権
現
で
、
乗
っ
て
い
た
船

の
本
体
が
智
那
尾
権
現
に
岩
船
と
し
て
現
存
し

て
お
り
ま
す
。
後
一
人
は
別
所
の
白
瀧
権
現
、

も
う
一
人
は
国
富
の
旅
伏
権
現
で
す
。

　

社
ま
で
は
急
な
石
段
が
三
百
段
あ
り
ま
す
。

特
殊
神
事
は
山
神
祭
の
新
旧
当
家
の
引
継
ぎ

神
事
。
新
旧
当
家
は
御
神
酒
を
一
本
ず
つ
御

神
前
に
お
供
え
し
ま
す
。
宮
司
が
祝
詞
奏
上

後
、
新
旧
当
家
の
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
汁

椀
十
六
㎝
位
の
フ
タ
に
御
神
酒
を
注
ぎ
一
人

二
杯
を
空
け
ま
す
。
当
然
無
理
で
す
の
で
、
当

日
出
席
の
総
代
や
参
拝
客
の
皆
様
に
も
助
け
て

も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
当
家
の
引
渡
し
で

韓竈神社

石段三百段

写真送り先
〒
六
九
九‐

〇
七
〇
一

出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六

　
　
　島
根
県
神
社
庁 
録
事 
高
見
幸
子
　あ
て

Ｅ
メ
ー
ル
　takam

i@
shim

ane-jinjacho.or.jp

随
時
募
集
中

※
 

神
社
名
、神
事・行
事
名
や
所
在
地
、

　 提
供
者
の
お
名
前
を
記
載
の
上
、 お
送
り
下
さ
い
。

神
社
の
社
殿
、神
事・神
賑
行
事
、神
社
を
含
む
四
季
折
々
の

風
景
な
ど
、様
々
な
お
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

神
社
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー


